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とだ議会だより152号

議
員

①
県
内
13
市
で
実
施

し
て
い
る
防
犯
情
報
メ
ー
ル

の
登
録
者
が
人
口
の
１
％
を

超
え
た
市
も
あ
る
。
本
市
の

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
全

市
民
型
の
情
報
ネ
ッ
ト
へ
の

考
え
は
。
②
学
校
関
係
者
の

活
用
状
況
や
学
校
支
援
関
係

者
へ
の
提
供
は
ど
う
か
。
児

童
の
安
全
確
保
に
向
け
た
新

た
な
※ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
の

構
築
は
ど
う
か
。
③
改
正
消

防
法
の
完
全
実
施
を
明
年
に

控
え
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
へ
の
取
り
組
み
と
、

台
所
も
設
置
義
務
に
加
え
る

考
え
は
。
ま
た
、
高
齢
者
世

帯
へ
の
対
応
は
。

総
務
部
長

①
平
成
18
年
12

月
か
ら
運
用
し
、
６
月
１
日

現
在
登
録
は
４
０
４
件
、
関

係
課
と
連
携
し
登
録
拡
大
を

図
る
。
情
報
提
供
に
は
、
防

災
防
犯
電
子
掲
示
板
の
利
用

や
公
共
施
設
を
媒
体
と
し
た

提
供
体
制
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
部
長

②
学
校
代
表
メ

ー
ル
の
登
録
は
２
件
。
全
学

校
が
防
犯
メ
ー
ル
に
登
録
す

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
ユ

ビ
キ
タ
ス
技
術
を
用
い
た
安

全
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

研
究
を
進
め
た
い
。

消
防
長

③
火
災
に
よ
る
死

者
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら

改
正
さ
れ
た
、
消
防
法
施
行

令
に
基
づ
き
、
本
市
は
寝
室

へ
の
設
置
を
規
定
し
て
い
る

が
、
東
京
・
千
葉
な
ど
を
参

考
に
台
所
の
義
務
化
も
検
討

し
た
い
。
不

適
当
な
訪
問

販
売
防
止
の

た
め
、
関
係

各
課
と
協
力

し
対
応
す
る
。

福
祉
部
長

④
日
常
生
活

用
具
事
業
で

対
応
し
て
い
る
が
、
避
難
行

動
の
と
り
が
た
い
高
齢
者
の

安
全
確
保
が
図
れ
る
よ
う
、

弾
力
的
な
給
付
運
用
を
し
た

い
。

議
員

毎
年
発
生
す
る
ユ
ス

リ
カ
抑
制
へ
の
取
り
組
み
や

近
隣
市
民
の
不
快
被
害
軽
減

の
た
め
、
ユ
ス
リ
カ
捕
獲
機

設
置
の
考
え
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

ユ
ス
リ
カ

の
多
発
場
所
は
認
識
し
て
い

る
。
平
成
18
年
か
ら
予
算
化

し
、
今
年
は
12
回
、
薬
剤
散

布
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

荒
川
か
ら
の
浄
化
導
水
事
業

や
、
地
域
住
民
と
連
携
し
対

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。
捕

獲
機
は
現
地
調
査
等
を
十
分

行
い
検
討
し
た
い
。

議
員

①
建
て
替
え
ら
れ
る

市
営
下
笹
目
住
宅
に
「
子
育

て
世
帯
」
を
対
象
に
し
た
優

先
枠
を
設
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
（
例
　
未
就
学
児
が

い
る
世
帯
、
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
10
年
間
期
限
付
き
の

優
先
枠
）

②
既
存
の
市
営
住
宅
に
対
し

て
も
、
今
後
、
子
育
て
世
帯

枠
を
優
先
さ
せ
る
考
え
は
あ

る
か
。

③
市
営
住
宅
の
応
募
数
が
高

い
が
、
民
間
住
宅
の
借
り
上

げ
と
家
賃
補
助
制
度
が
必
要

と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

①
新
規
の

募
集
に
つ
い
て
は
、
仮
住
居

の
方
を
優
先
さ
せ
た
後
に
、

戸
数
が
決
定
す
る
た
め
、
子

育
て
世
帯
枠
に
つ
い
て
は
、

公
営
住
宅
法
等
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
上
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

②
空
き
家
募
集
に
際
し
て
、

母
子
、
障
害
者
、
高
齢
者
の

方
々
の
優
先
枠
導
入
を
検
討

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
、

募
集
状
況
を
見
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。
③
民
間

借
り
上
げ
は
、
埼
玉
県
の
借

上
型
県
営
住
宅
が
あ
り
、
活

用
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
家
賃
補
助
制

度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
、
今
後
各
自
治
体
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

議
員

多
重
債
務
の
相
談
へ

の
対
応
と
、
未
然
防
止
、
生

活
再
建
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。
ま
た
、
各
関
係
職
員
の

研
修
と
連
絡
会
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

消
費
生
活

相
談
員
や
弁
護
士
、
司
法
書

士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施

し
て
い
る
。
未
然
防
止
の
啓

発
活
動
が
き
わ
め
て

大
事
と
考
え
、
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
。

生
活
再
建
の
具
体
的

な
解
決
方
法
を
示

し
、
手
助
け
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
取
り

組
む
。
今
年
度
、
弁

護
士
を
招
い
て
職
員

研
修
を
行
う
。
庁
内

に
多
重
債
務
検
討
会

や
連
絡
会
等
を
立
ち

上
げ
、
各
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

戸
田
市
営
住
宅
に 

　
「
子
育
て
世
帯
枠
」
を 

　
　
　
　
　
優
先
し
て
は 

手
塚
　
静
枝
　

議
員 

戸
田
市
営
住
宅

 

　
「
子
育
て
世
帯
枠
」

 

鈴木　麗子　議員 

防犯情報メールの 
　普及拡大と全市民型 
　　　情報ネットづくりを 

防犯情報メール  
　普及拡大 全市民型 
　　　情報ネット

上
戸
田
川
ユ
ス
リ
カ

対
策
を

▲ユスリカ捕獲機で快適に（板橋区）

▲平成21年10月に生まれ変わる下笹目住宅
多
重
債
務
者
の

救
済
対
策
を

議
員

年
齢
、
役
職
に
関
係

な
く
、
市
民
感
覚
で
物
事
を

と
ら
え
た
夢
の
あ
る
事
業
を

提
案
し
、
企
画
・
立
案
か
ら

事
業
化
ま
で
担
当
す
る
職
員

に
よ
る
事
業
提
案
制
度
は
で

き
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長

現
在
、
本

市
で
も
事
業
提
案
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
よ
り
多
く
の

若
手
職
員
を
含
め
た
自
由
な

提
案
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
つ
く
り
、
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

議
員

市

民
意
識
調

査
な
ど
に

よ
り
、
市

民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え

る
よ
う
施

行
し
て
い

る
が
、
施

策
・
事
業

が
満
足
す

る
も
の
な

の
か
ど
う

か
の
指
標

と
し
て
、

有
識
者
、
市
民
を
中
心
と
し

た
評
価
制
度
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

総
合
政
策
部
長

現
在
の
評

価
は
内
部
評
価
で
あ
り
、
行

政
の
視
点
で
の
評
価
で
あ

る
。
市
民
の
視
点
で
の
評
価

は
、
客
観
性
、
公
正
性
、
信

頼
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員

災
害
時
、
避
難
施
設

な
ど
と
な
る
公
共
施
設
の
耐

震
性
は
ど
う
か
。

今
後
施
設
の
耐
震
化
を
ど

う
進
め
て
い
く
か
。

今
、
地
震
が
起
こ
っ
た
場

合
避
難
場
所
の
安
全
性
の
情

報
提
供
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

現
在
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
率
は
60
・
２
％

で
あ
り
、
順
次
耐
震
化
を
進

め
て
い
く
。

避
難
施
設
の
安
全
性
に
つ

い
て
の
情
報
は
、
常
に
市
民

に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

議
員

企
業
は
安
定
し
た
財

源
確
保
や
、
雇
用
の
場
と
し

て
大
切
で
あ
る
。
本
市
か
ら

大
手
企
業
が
次
々
に
移
転
す

る
が
、
企
業
活
動
を
す
る
上

で
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
お

り
、
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
①
工
業
専
用
地
域
の
指

定
を
し
て
は
。

②
企
業
の
定
着
化
策
は
。

③
企
業
誘
致
と
補
助
制
度
を

考
え
て
は
。

都
市
整
備
部
長

①
工
業
専

用
地
域
の
指
定
は
、
県
指
定

基
準
な
ど
か
ら
、
き
わ
め
て

難
し
い
。
工
業
地
域
の
工
場

な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

や
企
業
な
ど
の
合
意
の
上

で
、
工
業
系
土
地
利
用
純
化

型
の
地
区
計
画
に
よ
り
保
全

を
考
え
る
。

市
民
生
活
部
長

②
生
活
と

産
業
が
共
存
共
栄
で
き
る
よ

う
、
防
音
・
防
臭
等
の
公
害

防
止
に
対
す
る
設
備
導
入
に

「
戸
田
市
工
業
環
境
支
援
等

補
助
金
制
度
」を
創
設
し
た
。

③
近
隣
市
に
お
い
て
も
、
税

の
軽
減
や
補
助
金
支
給
を
行

っ
て
お
り
、
企
業
の
動
向
等

も
見
極
め
な
が
ら
、必
要
性
、

実
効
性
を
検
討
す
る
。

議
員

給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え

は
、
企
業
移
転
の

跡
地
等
を
考
え
て

は
ど
う
か
。
民
間

活
力
の
導
入
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
等
も
検
討
し

て
は
。

教
育
部
長

川
岸

の
企
業
跡
地
で
の

建
て
替
え
は
難
し

い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
に

つ
い
て
は
、
経
費
削
減
か
ら

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員

川
口
金
属
跡
地
の
開

発
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
が
予

想
さ
れ
、
信
号
機
設
置
等
の

交
通
規
制
が
必
要
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長

信
号
機
の

設
置
は
、
蕨
警
察
署
へ
要
望

し
て
い
る
。
今
後
、
川
口
市

や
県
警
察
本
部
と
大
型
車
等

の
交
通
規
制
は
、
全
体
の
中

で
考
え
て
い
く
。
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ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

　
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を 

召
田
　
厚
　

議
員 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

　
シ
ッ
プ
制
度

※ 

高橋　秀樹　議員 

企業の定着化策と 
　　企業誘致に補助制度を 

定着化策
　　 補助制度  

川
口
金
属
工
業
跡
地
開
発

に
伴
う
交
通
規
制
を

給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
は

▲給食センター建て替えは効果的に

市
民
に
わ
か
り
や
す
い

事
務
事
業
評
価
制
度
を

公
共
施
設
の
耐
震
性

に
つ
い
て

▲事業提案制度の核となる行政経営課




